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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】
　2025年３月期の決算業務の実施過程において、為替レートの適用相違により、連結グループ内の取引により取得した

棚卸資産に含まれる未実現利益の消去金額の誤謬が判明しましたので、過去に提出した有価証券報告書等に記載されて

いる連結財務諸表及び四半期連結財務諸表に含まれる当該誤謬を訂正することといたしました。

　これらの決算訂正により、2023年６月23日に提出した第67期（自　2022年４月１日　至　2023年３月31日）有価証券

報告書の記載事項の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出

するものであります。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第１　企業の概況

１　主要な経営指標等の推移

第２　事業の状況

１　経営方針、経営環境及び対処すべき課題等

４　経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

第５　経理の状況

２．監査証明について

１　連結財務諸表等

(1）連結財務諸表

①　連結貸借対照表

②　連結損益計算書及び連結包括利益計算書

③　連結株主資本等変動計算書

④　連結キャッシュ・フロー計算書

注記事項

（重要な会計上の見積り）

（税効果会計関係）

（セグメント情報等）

セグメント情報

（１株当たり情報）

(2）その他

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿を付して表示しております。
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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

(1）連結経営指標等

　　（訂正前）

回次 第63期 第64期 第65期 第66期 第67期

決算年月 2019年３月 2020年３月 2021年３月 2022年３月 2023年３月

売上高 （百万円） 44,065 38,801 41,604 48,731 52,205

経常利益 （百万円） 3,593 1,130 1,070 2,940 2,427

親会社株主に帰属する当期

純利益
（百万円） 2,589 644 598 2,680 1,835

包括利益 （百万円） 2,368 381 716 3,618 3,601

純資産額 （百万円） 33,860 33,501 33,851 36,938 39,663

総資産額 （百万円） 56,841 63,255 64,364 68,852 77,645

１株当たり純資産額 （円） 1,685.13 1,681.06 1,717.73 1,868.26 2,017.08

１株当たり当期純利益 （円） 129.56 32.30 30.71 137.43 94.13

潜在株式調整後

１株当たり当期純利益
（円） 127.69 31.77 30.15 134.71 92.07

自己資本比率 （％） 59.3 52.3 52.0 52.9 50.7

自己資本利益率 （％） 7.9 1.9 1.8 7.7 4.8

株価収益率 （倍） 7.0 28.6 33.3 7.3 10.5

営業活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 2,607 △5,044 4,693 1,619 △4,155

投資活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △1,596 △1,238 △540 △777 △1,572

財務活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △1,186 2,081 1,831 △4,238 6,127

現金及び現金同等物の期末

残高
（百万円） 12,201 7,932 14,119 10,601 11,301

従業員数 （名） 1,020 1,330 1,306 1,304 1,284

  (107） (119） (112） (110） (118）

（省略）
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　　（訂正後）

回次 第63期 第64期 第65期 第66期 第67期

決算年月 2019年３月 2020年３月 2021年３月 2022年３月 2023年３月

売上高 （百万円） 44,065 38,801 41,604 48,731 52,205

経常利益 （百万円） 3,593 1,130 1,070 2,940 2,995

親会社株主に帰属する当期

純利益
（百万円） 2,589 644 598 2,680 2,225

包括利益 （百万円） 2,368 381 716 3,618 3,991

純資産額 （百万円） 33,860 33,501 33,851 36,938 40,053

総資産額 （百万円） 56,841 63,255 64,364 68,852 78,035

１株当たり純資産額 （円） 1,685.13 1,681.06 1,717.73 1,868.26 2,037.08

１株当たり当期純利益 （円） 129.56 32.30 30.71 137.43 114.13

潜在株式調整後

１株当たり当期純利益
（円） 127.69 31.77 30.15 134.71 111.63

自己資本比率 （％） 59.3 52.3 52.0 52.9 50.9

自己資本利益率 （％） 7.9 1.9 1.8 7.7 5.8

株価収益率 （倍） 7.0 28.6 33.3 7.3 8.7

営業活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 2,607 △5,044 4,693 1,619 △4,155

投資活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △1,596 △1,238 △540 △777 △1,572

財務活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △1,186 2,081 1,831 △4,238 6,127

現金及び現金同等物の期末

残高
（百万円） 12,201 7,932 14,119 10,601 11,301

従業員数 （名） 1,020 1,330 1,306 1,304 1,284

  (107） (119） (112） (110） (118）

（省略）
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第２【事業の状況】

１【経営方針、経営環境及び対処すべき課題等】

(2)目標とする経営指標

　　（訂正前）

　目標とする経営指標は、連結売上高営業利益率であります。

　当社グループでは、株主への安定的な配当を維持しつつ、継続的な研究開発及び生産設備投資を行っていくため

には、連結ベースの売上高営業利益率を恒常的に８％以上確保することが必要であると認識しております。

　2023年３月期におきましては、新型コロナウイルス感染症による経済の停滞から射出成形機の需要が回復基調で

ありましたが、期中後半より調達難、資源価格の高騰等の影響から需要が鈍化したこと等から2022年３月期の5.3%

から5.1％となりました。

 

　　（訂正後）

　目標とする経営指標は、連結売上高営業利益率であります。

　当社グループでは、株主への安定的な配当を維持しつつ、継続的な研究開発及び生産設備投資を行っていくため

には、連結ベースの売上高営業利益率を恒常的に８％以上確保することが必要であると認識しております。

　2023年３月期におきましては、新型コロナウイルス感染症による経済の停滞から射出成形機の需要が回復基調で

あり、期中後半より調達難、資源価格の高騰等の影響から需要が鈍化等しましたが、2022年３月期の5.3%から6.2％

となりました。
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４【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　　（訂正前）

(1)経営成績及び財政状態の状況

（省略）

　利益面におきましては、営業利益は26億８千２百万円（前年同期比4.0％増）、為替差損５億３千５百万円を計上

したことにより経常利益は24億２千７百万円（同17.4％減）となりました。

　これらの結果、親会社株主に帰属する当期純利益は18億３千５百万円（前年同期比31.5％減）となりました。

（省略）

　当連結会計年度末の総資産は、前連結会計年度末に比べて87億９千３百万円増加し、776億４千５百万円となりま

した。

　このうち流動資産は前連結会計年度末に比べて71億７百万円増加し、579億４千１百万円となりました。主たる増

加要因は、商品及び製品の増加36億５千万円及び原材料及び貯蔵品の増加20億４千４百万円並びに仕掛品の増加20

億１百万円であり、主たる減少要因は、受取手形、売掛金及び契約資産の減少25億９千１百万円であります。

　また、固定資産は、前連結会計年度末に比べ16億８千５百万円増加し、197億３百万円となりました。主たる増加

要因は、有形固定資産の増加９億３千８百万円及び繰延税金資産の増加５億３千１百万円、主たる減少要因は無形

固定資産の減少４千７百万円であります。

（省略）

　当連結会計年度末の純資産合計は前連結会計年度末に比べて27億２千５百万円増加し、396億６千３百万円となり

ました。

（省略）

 

(2)キャッシュ・フローの状況

（省略）

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

　営業活動の結果使用した資金は41億５千５百万円（前年同期実績は16億１千９百万円の資金収入）となりまし

た。これは主に税金等調整前当期純利益24億２千７百万円及び売上債権及び契約資産の減少額26億２千５百万円

の資金収入及び棚卸資産の増加64億８千６百万円の資金支出があったことによっております。

（省略）

 

経営者の視点による経営成績等の状況に関する分析・検討内容

（省略）

(2)当連結会計年度の経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容

（省略）

　当連結会計年度の経営成績等は次の通りであります。

①　売上高及び売上総利益

（省略）

　売上総利益につきましては、需要が回復傾向にあったこと等から162億円（前年同期比12.5％増）となりまし

た。また、売上高総利益率は31.0％（前年同期実績は29.6％）となりました。

②　営業利益

　販売費及び一般管理費につきましては、売上高が増加したこと等から合計で135億１千８百万円（前年同期比

14.3％増）、営業利益は26億８千２百万円（前年同期比4.0％増）、売上高営業利益率は5.1％（前年同期実績は

5.3％）となりました。

③　経常利益

　経常利益は為替差損５億３千５百万円を計上したこと等により24億２千７百万円（前年同期比17.4％減）、売

上高経常利益率は4.7％（前年同期実績は6.0％）となりました。

④　税金等調整前当期純利益及び親会社株主に帰属する当期純利益

　当連結会計年度における税金等調整前当期純利益は、24億２千７百万円（前年同期比39.4％減）となり、法人

税等合計額６億１千５百万円を計上した結果、親会社株主に帰属する当期純利益は18億３千５百万円（前年同期

比31.5％減）となりました。

（省略）

 

EDINET提出書類

日精樹脂工業株式会社(E01695)

訂正有価証券報告書

 6/31



　　（訂正後）

(1)経営成績及び財政状態の状況

（省略）

　利益面におきましては、営業利益は32億４千９百万円（前年同期比26.1％増）、為替差損５億３千５百万円を計

上したことにより経常利益は29億９千５百万円（同1.9％増）となりました。

　これらの結果、親会社株主に帰属する当期純利益は22億２千５百万円（前年同期比17.0％減）となりました。

（省略）

　当連結会計年度末の総資産は、前連結会計年度末に比べて91億８千３百万円増加し、780億３千５百万円となりま

した。

　このうち流動資産は前連結会計年度末に比べて76億７千５百万円増加し、585億９百万円となりました。主たる増

加要因は、商品及び製品の増加42億１千８百万円及び原材料及び貯蔵品の増加20億４千４百万円並びに仕掛品の増

加20億１百万円であり、主たる減少要因は、受取手形、売掛金及び契約資産の減少25億９千１百万円であります。

　また、固定資産は、前連結会計年度末に比べ15億７百万円増加し、195億２千６百万円となりました。主たる増加

要因は、有形固定資産の増加９億３千８百万円及び繰延税金資産の増加３億５千４百万円、主たる減少要因は無形

固定資産の減少４千７百万円であります。

（省略）

　当連結会計年度末の純資産合計は前連結会計年度末に比べて31億１千５百万円増加し、400億５千３百万円となり

ました。

（省略）

 

(2)キャッシュ・フローの状況

（省略）

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

　営業活動の結果使用した資金は41億５千５百万円（前年同期実績は16億１千９百万円の資金収入）となりまし

た。これは主に税金等調整前当期純利益29億９千５百万円及び売上債権及び契約資産の減少額26億２千５百万円

の資金収入及び棚卸資産の増加70億５千４百万円の資金支出があったことによっております。

（省略）

 

経営者の視点による経営成績等の状況に関する分析・検討内容

（省略）

(2)当連結会計年度の経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容

（省略）

　当連結会計年度の経営成績等は次の通りであります。

①　売上高及び売上総利益

（省略）

　売上総利益につきましては、需要が回復傾向にあったこと等から167億６千８百万円（前年同期比16.4％増）と

なりました。また、売上高総利益率は32.1％（前年同期実績は29.6％）となりました。

②　営業利益

　販売費及び一般管理費につきましては、売上高が増加したこと等から合計で135億１千８百万円（前年同期比

14.3％増）、営業利益は32億４千９百万円（前年同期比26.1％増）、売上高営業利益率は6.2％（前年同期実績は

5.3％）となりました。

③　経常利益

　経常利益は為替差損５億３千５百万円を計上したこと等により29億９千５百万円（前年同期比1.9％増）、売上

高経常利益率は5.7％（前年同期実績は6.0％）となりました。

④　税金等調整前当期純利益及び親会社株主に帰属する当期純利益

　当連結会計年度における税金等調整前当期純利益は、29億９千５百万円（前年同期比25.2％減）となり、法人

税等合計額７億９千２百万円を計上した結果、親会社株主に帰属する当期純利益は22億２千５百万円（前年同期

比17.0％減）となりました。

（省略）
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第５【経理の状況】

２　監査証明について
　　（訂正前）

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、連結会計年度（2022年４月１日から2023年３月31日

まで）の連結財務諸表及び事業年度（2022年４月１日から2023年３月31日まで）の財務諸表について、EY新日本有限

責任監査法人により監査を受けております。

 

　　（訂正後）

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、連結会計年度（2022年４月１日から2023年３月31日

まで）の連結財務諸表及び事業年度（2022年４月１日から2023年３月31日まで）の財務諸表について、EY新日本有限

責任監査法人により監査を受けております。

　なお、金融商品取引法第24条の２第１項の規定に基づき、有価証券報告書の訂正報告書を提出しておりますが、訂

正後の連結財務諸表及び財務諸表について、EY新日本有限責任監査法人により監査を受けております。
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１【連結財務諸表等】

(1)【連結財務諸表】

①【連結貸借対照表】

　　（訂正前）

  (単位：百万円)

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当連結会計年度
(2023年３月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 10,781 11,301

受取手形、売掛金及び契約資産 ※４ 10,606 ※４ 8,015

電子記録債権 638 606

商品及び製品 9,419 13,070

仕掛品 4,413 6,415

原材料及び貯蔵品 11,672 13,717

未収入金 2,390 3,438

その他 1,380 1,783

貸倒引当金 △469 △406

流動資産合計 50,834 57,941

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 ※２,※３ 14,833 ※２,※３ 15,436

減価償却累計額 △8,620 △9,026

建物及び構築物（純額） 6,212 6,409

機械装置及び運搬具 5,937 6,284

減価償却累計額 △4,393 △4,740

機械装置及び運搬具（純額） 1,543 1,543

工具、器具及び備品 3,799 4,413

減価償却累計額 △3,519 △4,138

工具、器具及び備品（純額） 279 275

土地 ※２ 4,625 ※２ 4,774

リース資産 429 701

減価償却累計額 △76 △304

リース資産（純額） 353 396

建設仮勘定 382 937

有形固定資産合計 13,397 14,336

無形固定資産   

リース資産 9 8

その他 562 515

無形固定資産合計 572 524

投資その他の資産   

投資有価証券 ※１ 1,939 ※１ 2,223

繰延税金資産 1,848 2,380

退職給付に係る資産 38 36

その他 224 204

貸倒引当金 △1 △1

投資その他の資産合計 4,048 4,842

固定資産合計 18,018 19,703

資産合計 68,852 77,645

 

EDINET提出書類

日精樹脂工業株式会社(E01695)

訂正有価証券報告書

 9/31



 

  (単位：百万円)

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当連結会計年度
(2023年３月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 14,252 13,386

短期借入金 433 4,503

１年内返済予定の長期借入金 ※２ 1,744 ※２ 2,254

リース債務 156 190

未払法人税等 742 417

賞与引当金 96 95

製品保証引当金 233 241

その他 ※４ 4,828 ※４ 5,139

流動負債合計 22,489 26,229

固定負債   

長期借入金 ※２ 5,869 ※２ 8,325

リース債務 226 264

繰延税金負債 14 17

退職給付に係る負債 3,140 2,979

長期未払金 110 110

その他 62 53

固定負債合計 9,424 11,752

負債合計 31,913 37,981

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,362 5,362

資本剰余金 5,334 5,295

利益剰余金 25,944 27,097

自己株式 △1,539 △1,539

株主資本合計 35,102 36,215

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 711 908

繰延ヘッジ損益 △3 △0

為替換算調整勘定 607 2,199

退職給付に係る調整累計額 18 16

その他の包括利益累計額合計 1,335 3,123

新株予約権 282 322

非支配株主持分 218 1

純資産合計 36,938 39,663

負債純資産合計 68,852 77,645
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　　（訂正後）

  (単位：百万円)

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当連結会計年度
(2023年３月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 10,781 11,301

受取手形、売掛金及び契約資産 ※４ 10,606 ※４ 8,015

電子記録債権 638 606

商品及び製品 9,419 13,637

仕掛品 4,413 6,415

原材料及び貯蔵品 11,672 13,717

未収入金 2,390 3,438

その他 1,380 1,783

貸倒引当金 △469 △406

流動資産合計 50,834 58,509

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 ※２,※３ 14,833 ※２,※３ 15,436

減価償却累計額 △8,620 △9,026

建物及び構築物（純額） 6,212 6,409

機械装置及び運搬具 5,937 6,284

減価償却累計額 △4,393 △4,740

機械装置及び運搬具（純額） 1,543 1,543

工具、器具及び備品 3,799 4,413

減価償却累計額 △3,519 △4,138

工具、器具及び備品（純額） 279 275

土地 ※２ 4,625 ※２ 4,774

リース資産 429 701

減価償却累計額 △76 △304

リース資産（純額） 353 396

建設仮勘定 382 937

有形固定資産合計 13,397 14,336

無形固定資産   

リース資産 9 8

その他 562 515

無形固定資産合計 572 524

投資その他の資産   

投資有価証券 ※１ 1,939 ※１ 2,223

繰延税金資産 1,848 2,202

退職給付に係る資産 38 36

その他 224 204

貸倒引当金 △1 △1

投資その他の資産合計 4,048 4,665

固定資産合計 18,018 19,526

資産合計 68,852 78,035
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  (単位：百万円)

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当連結会計年度
(2023年３月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 14,252 13,386

短期借入金 433 4,503

１年内返済予定の長期借入金 ※２ 1,744 ※２ 2,254

リース債務 156 190

未払法人税等 742 417

賞与引当金 96 95

製品保証引当金 233 241

その他 ※４ 4,828 ※４ 5,139

流動負債合計 22,489 26,229

固定負債   

長期借入金 ※２ 5,869 ※２ 8,325

リース債務 226 264

繰延税金負債 14 17

退職給付に係る負債 3,140 2,979

長期未払金 110 110

その他 62 53

固定負債合計 9,424 11,752

負債合計 31,913 37,981

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,362 5,362

資本剰余金 5,334 5,295

利益剰余金 25,944 27,487

自己株式 △1,539 △1,539

株主資本合計 35,102 36,605

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 711 908

繰延ヘッジ損益 △3 △0

為替換算調整勘定 607 2,199

退職給付に係る調整累計額 18 16

その他の包括利益累計額合計 1,335 3,123

新株予約権 282 322

非支配株主持分 218 1

純資産合計 36,938 40,053

負債純資産合計 68,852 78,035
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②【連結損益計算書及び連結包括利益計算書】

【連結損益計算書】

　　（訂正前）

  (単位：百万円)

 
前連結会計年度

(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

当連結会計年度
(自　2022年４月１日
　至　2023年３月31日)

売上高 48,731 52,205

売上原価 34,330 36,005

売上総利益 14,400 16,200

販売費及び一般管理費 ※１,※２ 11,822 ※１,※２ 13,518

営業利益 2,577 2,682

営業外収益   

受取利息 48 37

受取配当金 62 88

仕入割引 25 28

為替差益 274 －

デリバティブ評価益 25 84

受取賃貸料 28 27

受取手数料 20 18

売電収入 24 24

その他 79 179

営業外収益合計 589 489

営業外費用   

支払利息 161 121

為替差損 － 535

売電費用 7 6

リース解約損 38 －

その他 19 79

営業外費用合計 226 743

経常利益 2,940 2,427

特別利益   

固定資産売却益 1,165 －

特別利益合計 1,165 －

特別損失   

子会社移転費用 80 －

特別退職金 20 －

特別損失合計 100 －

税金等調整前当期純利益 4,005 2,427

法人税、住民税及び事業税 1,377 1,178

法人税等調整額 △78 △563

法人税等合計 1,299 615

当期純利益 2,705 1,812

非支配株主に帰属する当期純利益又は非支配株主に

帰属する当期純損失（△）
25 △23

親会社株主に帰属する当期純利益 2,680 1,835
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　　（訂正後）

  (単位：百万円)

 
前連結会計年度

(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

当連結会計年度
(自　2022年４月１日
　至　2023年３月31日)

売上高 48,731 52,205

売上原価 34,330 35,437

売上総利益 14,400 16,768

販売費及び一般管理費 ※１,※２ 11,822 ※１,※２ 13,518

営業利益 2,577 3,249

営業外収益   

受取利息 48 37

受取配当金 62 88

仕入割引 25 28

為替差益 274 －

デリバティブ評価益 25 84

受取賃貸料 28 27

受取手数料 20 18

売電収入 24 24

その他 79 179

営業外収益合計 589 489

営業外費用   

支払利息 161 121

為替差損 － 535

売電費用 7 6

リース解約損 38 －

その他 19 79

営業外費用合計 226 743

経常利益 2,940 2,995

特別利益   

固定資産売却益 1,165 －

特別利益合計 1,165 －

特別損失   

子会社移転費用 80 －

特別退職金 20 －

特別損失合計 100 －

税金等調整前当期純利益 4,005 2,995

法人税、住民税及び事業税 1,377 1,178

法人税等調整額 △78 △385

法人税等合計 1,299 792

当期純利益 2,705 2,202

非支配株主に帰属する当期純利益又は非支配株主に

帰属する当期純損失（△）
25 △23

親会社株主に帰属する当期純利益 2,680 2,225
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【連結包括利益計算書】

　　（訂正前）

  (単位：百万円)

 
前連結会計年度

(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

当連結会計年度
(自　2022年４月１日
　至　2023年３月31日)

当期純利益 2,705 1,812

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 79 196

繰延ヘッジ損益 △5 3

為替換算調整勘定 868 1,591

退職給付に係る調整額 △29 △2

その他の包括利益合計 ※１ 912 ※１ 1,788

包括利益 3,618 3,601

（内訳）   

親会社株主に係る包括利益 3,592 3,624

非支配株主に係る包括利益 25 △23

 

　　（訂正後）

  (単位：百万円)

 
前連結会計年度

(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

当連結会計年度
(自　2022年４月１日
　至　2023年３月31日)

当期純利益 2,705 2,202

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 79 196

繰延ヘッジ損益 △5 3

為替換算調整勘定 868 1,591

退職給付に係る調整額 △29 △2

その他の包括利益合計 ※１ 912 ※１ 1,788

包括利益 3,618 3,991

（内訳）   

親会社株主に係る包括利益 3,592 4,014

非支配株主に係る包括利益 25 △23
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③【連結株主資本等変動計算書】

　　（訂正前）

前連結会計年度（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）

    (単位：百万円)

 株主資本

 資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 5,362 5,394 23,863 △1,538 33,081

会計方針の変更による累
積的影響額

  △14  △14

会計方針の変更を反映した
当期首残高

5,362 5,394 23,848 △1,538 33,066

当期変動額      

剰余金の配当   △585  △585

親会社株主に帰属する
当期純利益

  2,680  2,680

自己株式の取得    △0 △0

連結子会社の増資による
持分の増減

 △59   △59

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

     

当期変動額合計 － △59 2,095 △0 2,035

当期末残高 5,362 5,334 25,944 △1,539 35,102

 

         

 その他の包括利益累計額
新株予約権

非支配株主持
分

純資産合計
 

その他有価証
券評価差額金

繰延ヘッジ損
益

為替換算調整
勘定

退職給付に係
る調整累計額

その他の包括利
益累計額合計

当期首残高 632 1 △262 48 420 239 110 33,851

会計方針の変更による累
積的影響額

       △14

会計方針の変更を反映した
当期首残高

632 1 △262 48 420 239 110 33,837

当期変動額         

剰余金の配当        △585

親会社株主に帰属する
当期純利益

       2,680

自己株式の取得        △0

連結子会社の増資による
持分の増減

       △59

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

79 △4 870 △29 915 42 108 1,066

当期変動額合計 79 △4 870 △29 915 42 108 3,101

当期末残高 711 △3 607 18 1,335 282 218 36,938
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当連結会計年度（自　2022年４月１日　至　2023年３月31日）

    (単位：百万円)

 株主資本

 資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 5,362 5,334 25,944 △1,539 35,102

当期変動額      

剰余金の配当   △682  △682

親会社株主に帰属する
当期純利益

  1,835  1,835

連結子会社の増資による
持分の増減

 △39   △39

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

     

当期変動額合計 － △39 1,153 － 1,113

当期末残高 5,362 5,295 27,097 △1,539 36,215

 

         

 その他の包括利益累計額
新株予約権

非支配株主持
分

純資産合計
 

その他有価証
券評価差額金

繰延ヘッジ損
益

為替換算調整
勘定

退職給付に係
る調整累計額

その他の包括利
益累計額合計

当期首残高 711 △3 607 18 1,335 282 218 36,938

当期変動額         

剰余金の配当        △682

親会社株主に帰属する
当期純利益

       1,835

連結子会社の増資による
持分の増減

       △39

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

196 2 1,591 △2 1,788 40 △217 1,611

当期変動額合計 196 2 1,591 △2 1,788 40 △217 2,725

当期末残高 908 △0 2,199 16 3,123 322 1 39,663
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　　（訂正後）

前連結会計年度（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）

    (単位：百万円)

 株主資本

 資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 5,362 5,394 23,863 △1,538 33,081

会計方針の変更による累
積的影響額

  △14  △14

会計方針の変更を反映した
当期首残高

5,362 5,394 23,848 △1,538 33,066

当期変動額      

剰余金の配当   △585  △585

親会社株主に帰属する
当期純利益

  2,680  2,680

自己株式の取得    △0 △0

連結子会社の増資による
持分の増減

 △59   △59

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

     

当期変動額合計 － △59 2,095 △0 2,035

当期末残高 5,362 5,334 25,944 △1,539 35,102

 

         

 その他の包括利益累計額
新株予約権

非支配株主持
分

純資産合計
 

その他有価証
券評価差額金

繰延ヘッジ損
益

為替換算調整
勘定

退職給付に係
る調整累計額

その他の包括利
益累計額合計

当期首残高 632 1 △262 48 420 239 110 33,851

会計方針の変更による累
積的影響額

       △14

会計方針の変更を反映した
当期首残高

632 1 △262 48 420 239 110 33,837

当期変動額         

剰余金の配当        △585

親会社株主に帰属する
当期純利益

       2,680

自己株式の取得        △0

連結子会社の増資による
持分の増減

       △59

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

79 △4 870 △29 915 42 108 1,066

当期変動額合計 79 △4 870 △29 915 42 108 3,101

当期末残高 711 △3 607 18 1,335 282 218 36,938
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当連結会計年度（自　2022年４月１日　至　2023年３月31日）

    (単位：百万円)

 株主資本

 資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 5,362 5,334 25,944 △1,539 35,102

当期変動額      

剰余金の配当   △682  △682

親会社株主に帰属する
当期純利益

  2,225  2,225

連結子会社の増資による
持分の増減

 △39   △39

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

     

当期変動額合計 － △39 1,543 － 1,503

当期末残高 5,362 5,295 27,487 △1,539 36,605

 

         

 その他の包括利益累計額
新株予約権

非支配株主持
分

純資産合計
 

その他有価証
券評価差額金

繰延ヘッジ損
益

為替換算調整
勘定

退職給付に係
る調整累計額

その他の包括利
益累計額合計

当期首残高 711 △3 607 18 1,335 282 218 36,938

当期変動額         

剰余金の配当        △682

親会社株主に帰属する
当期純利益

       2,225

連結子会社の増資による
持分の増減

       △39

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

196 2 1,591 △2 1,788 40 △217 1,611

当期変動額合計 196 2 1,591 △2 1,788 40 △217 3,115

当期末残高 908 △0 2,199 16 3,123 322 1 40,053
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④【連結キャッシュ・フロー計算書】

　　（訂正前）

  (単位：百万円)

 
前連結会計年度

(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

当連結会計年度
(自　2022年４月１日
　至　2023年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純利益 4,005 2,427

減価償却費 1,287 1,518

固定資産売却益 △1,165 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △29 △97

賞与引当金の増減額（△は減少） 16 △1

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △80 △174

受取利息及び受取配当金 △111 △124

支払利息 161 101

売上債権及び契約資産の増減額（△は増加） △978 2,625

棚卸資産の増減額（△は増加） △5,755 △6,486

未収消費税等の増減額（△は増加） △260 △642

未収入金の増減額（△は増加） 16 60

仕入債務の増減額（△は減少） 2,916 △2,032

未払金の増減額（△は減少） 188 16

その他 2,263 △8

小計 2,475 △2,816

利息及び配当金の受取額 95 125

利息の支払額 △183 △98

法人税等の支払額 △768 △1,365

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,619 △4,155

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の払戻による収入 4 194

有形固定資産の取得による支出 △1,957 △1,463

有形固定資産の売却による収入 1,363 －

無形固定資産の取得による支出 △190 △307

有価証券の売却による収入 2 3

投資活動によるキャッシュ・フロー △777 △1,572

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △2,943 3,685

長期借入れによる収入 1,700 5,413

長期借入金の返済による支出 △2,288 △1,950

配当金の支払額 △584 △682

自己株式の取得による支出 △0 －

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得に

よる支出
－ △238

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △121 △99

財務活動によるキャッシュ・フロー △4,238 6,127

現金及び現金同等物に係る換算差額 △122 301

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,518 700

現金及び現金同等物の期首残高 14,119 10,601

現金及び現金同等物の期末残高 ※１ 10,601 ※１ 11,301
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　　（訂正後）

  (単位：百万円)

 
前連結会計年度

(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

当連結会計年度
(自　2022年４月１日
　至　2023年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純利益 4,005 2,995

減価償却費 1,287 1,518

固定資産売却益 △1,165 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △29 △97

賞与引当金の増減額（△は減少） 16 △1

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △80 △174

受取利息及び受取配当金 △111 △124

支払利息 161 101

売上債権及び契約資産の増減額（△は増加） △978 2,625

棚卸資産の増減額（△は増加） △5,755 △7,054

未収消費税等の増減額（△は増加） △260 △642

未収入金の増減額（△は増加） 16 60

仕入債務の増減額（△は減少） 2,916 △2,032

未払金の増減額（△は減少） 188 16

その他 2,263 △8

小計 2,475 △2,816

利息及び配当金の受取額 95 125

利息の支払額 △183 △98

法人税等の支払額 △768 △1,365

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,619 △4,155

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の払戻による収入 4 194

有形固定資産の取得による支出 △1,957 △1,463

有形固定資産の売却による収入 1,363 －

無形固定資産の取得による支出 △190 △307

有価証券の売却による収入 2 3

投資活動によるキャッシュ・フロー △777 △1,572

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △2,943 3,685

長期借入れによる収入 1,700 5,413

長期借入金の返済による支出 △2,288 △1,950

配当金の支払額 △584 △682

自己株式の取得による支出 △0 －

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得に

よる支出
－ △238

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △121 △99

財務活動によるキャッシュ・フロー △4,238 6,127

現金及び現金同等物に係る換算差額 △122 301

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,518 700

現金及び現金同等物の期首残高 14,119 10,601

現金及び現金同等物の期末残高 ※１ 10,601 ※１ 11,301
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【注記事項】

（重要な会計上の見積り）

　　（訂正前）

（省略）

（1）当連結会計年度の連結財務諸表に計上した金額

（単位：百万円）

 前連結会計年度 当連結会計年度

繰延税金資産 1,848 2,380

（省略）

 

　　（訂正後）

（省略）

（1）当連結会計年度の連結財務諸表に計上した金額

（単位：百万円）

 前連結会計年度 当連結会計年度

繰延税金資産 1,848 2,202

（省略）
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（税効果会計関係）

　　（訂正前）

１　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

 
前連結会計年度
（2022年３月31日）

 
 

当連結会計年度
（2023年３月31日）

（繰延税金資産）    

税務上の繰越欠損金 1,023百万円  1,114百万円

賞与引当金 28  28

製品保証引当金 58  53

棚卸資産未実現利益 532  1,165

棚卸資産評価損 539  525

退職給付に係る負債 904  862

減損損失 240  241

その他 804  838

繰延税金資産小計 4,133  4,828

　税務上の繰越欠損金に係る評価性引当額

　（注）
△865  △782

　将来減算一時差異等の合計に係る評価性

　引当額
△676  △830

評価性引当額小計 △1,541  △1,613

繰延税金資産合計 2,591  3,215

（繰延税金負債）    

その他有価証券評価差額金 297百万円  384百万円

その他 460  468

繰延税金負債合計 757  852

繰延税金資産の純額 1,833  2,362

（省略）

 

２　法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との差異の原因となった主な項目別の内訳

 
前連結会計年度
（2022年３月31日）

 
 

当連結会計年度
（2023年３月31日）

法定実効税率 30.4％  30.4％

（調整）    

交際費等永久に損金に加算されない項目 1.1  2.3

受取配当金等永久に益金に算入されない項目 △0.2  △0.7

住民税均等割等 0.6  1.1

評価性引当額の増減額 2.2  △3.3

海外子会社に係る適用税率の差異 △7.1  △4.8

海外子会社の留保利益 1.1  △2.2

赤字子会社による税率差異 －  △0.0

その他 4.3  2.6

税効果会計適用後の法人税等の負担率 32.4  25.3
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　　（訂正後）

１　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

 
前連結会計年度
（2022年３月31日）

 
 

当連結会計年度
（2023年３月31日）

（繰延税金資産）    

税務上の繰越欠損金 1,023百万円  1,114百万円

賞与引当金 28  28

製品保証引当金 58  53

棚卸資産未実現利益 532  988

棚卸資産評価損 539  525

退職給付に係る負債 904  862

減損損失 240  241

その他 804  838

繰延税金資産小計 4,133  4,650

　税務上の繰越欠損金に係る評価性引当額

　（注）
△865  △782

　将来減算一時差異等の合計に係る評価性

　引当額
△676  △830

評価性引当額小計 △1,541  △1,613

繰延税金資産合計 2,591  3,037

（繰延税金負債）    

その他有価証券評価差額金 297百万円  384百万円

その他 460  468

繰延税金負債合計 757  852

繰延税金資産の純額 1,833  2,185

（省略）

 

２　法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との差異の原因となった主な項目別の内訳

 
前連結会計年度
（2022年３月31日）

 
 

当連結会計年度
（2023年３月31日）

法定実効税率 30.4％  30.4％

（調整）    

交際費等永久に損金に加算されない項目 1.1  1.8

受取配当金等永久に益金に算入されない項目 △0.2  △0.5

住民税均等割等 0.6  0.8

評価性引当額の増減額 2.2  △2.6

海外子会社に係る適用税率の差異 △7.1  △3.9

海外子会社の留保利益 1.1  △1.7

赤字子会社による税率差異 －  △0.0

その他 4.3  2.2

税効果会計適用後の法人税等の負担率 32.4  26.4
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　　（訂正前）

（省略）

当連結会計年度（自　2022年４月１日　至　2023年３月31日）

     （単位：百万円）

 報告セグメント
合計

調整額
（注）１

連結
財務諸表
計上額
（注）２

 日本 欧米地域 アジア地域

売上高       

外部顧客への売上高 16,290 24,538 11,376 52,205 － 52,205

セグメント間の内部売上高

又は振替高
20,951 426 12,904 34,282 △34,282 －

計 37,242 24,965 24,281 86,488 △34,282 52,205

セグメント利益 3,114 958 489 4,562 △1,880 2,682

セグメント資産 56,307 27,274 13,369 96,951 △19,305 77,645

その他の項目       

減価償却費 779 507 231 1,518 － 1,518

有形固定資産及び無形固定

資産の増加額
515 812 23 1,351 － 1,351

（注）１　調整額の内容は以下のとおりであります。

　セグメント利益の調整額△1,880百万円及びセグメント資産の調整額△19,305百万円は、セグメント

間取引の消去によるものであります。

（省略）

 

　　（訂正後）

（省略）

当連結会計年度（自　2022年４月１日　至　2023年３月31日）

     （単位：百万円）

 報告セグメント
合計

調整額
（注）１

連結
財務諸表
計上額
（注）２

 日本 欧米地域 アジア地域

売上高       

外部顧客への売上高 16,290 24,538 11,376 52,205 － 52,205

セグメント間の内部売上高

又は振替高
20,951 426 12,904 34,282 △34,282 －

計 37,242 24,965 24,281 86,488 △34,282 52,205

セグメント利益 3,114 958 489 4,562 △1,312 3,249

セグメント資産 56,307 27,274 13,369 96,951 △18,915 78,035

その他の項目       

減価償却費 779 507 231 1,518 － 1,518

有形固定資産及び無形固定

資産の増加額
515 812 23 1,351 － 1,351

（注）１　調整額の内容は以下のとおりであります。

　セグメント利益の調整額△1,312百万円及びセグメント資産の調整額△18,915百万円は、セグメント

間取引の消去によるものであります。

（省略）
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（１株当たり情報）

　　（訂正前）

 
前連結会計年度

（自　2021年４月１日
至　2022年３月31日）

当連結会計年度
（自　2022年４月１日
至　2023年３月31日）

１株当たり純資産額 1,868.26円 2,017.08円

１株当たり当期純利益 137.43円 94.13円

潜在株式調整後１株当たり当期純利益 134.71円 92.07円

（注）１　１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度
（2022年３月31日）

当連結会計年度
（2023年３月31日）

純資産の部の合計額（百万円） 36,938 39,663

純資産の部の合計額から控除する金額（百万円） 501 324

（うち新株予約権） (282） (322）

（うち非支配株主持分） (218） (1）

普通株式に係る期末の純資産額（百万円） 36,437 39,339

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普

通株式の数（株）
19,503,295 19,503,295

 

２　１株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりでありま

す。

 
前連結会計年度

（自　2021年４月１日
至　2022年３月31日）

当連結会計年度
（自　2022年４月１日
至　2023年３月31日）

１株当たり当期純利益   

親会社株主に帰属する当期純利益

（百万円）
2,680 1,835

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

当期純利益（百万円）
2,680 1,835

普通株式の期中平均株式数（株） 19,503,334 19,503,295

   

潜在株式調整後１株当たり当期純利益   

親会社株主に帰属する当期純利益調整額

（百万円）
－ －

普通株式増加数（株） 393,829 437,172

（うち新株予約権）（株） （393,829） （437,172）

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり当期純利益の算定に含まれなかった潜在株

式の概要

－
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　　（訂正後）

 
前連結会計年度

（自　2021年４月１日
至　2022年３月31日）

当連結会計年度
（自　2022年４月１日
至　2023年３月31日）

１株当たり純資産額 1,868.26円 2,037.08円

１株当たり当期純利益 137.43円 114.13円

潜在株式調整後１株当たり当期純利益 134.71円 111.63円

（注）１　１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度
（2022年３月31日）

当連結会計年度
（2023年３月31日）

純資産の部の合計額（百万円） 36,938 40,053

純資産の部の合計額から控除する金額（百万円） 501 324

（うち新株予約権） (282） (322）

（うち非支配株主持分） (218） (1）

普通株式に係る期末の純資産額（百万円） 36,437 39,729

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普

通株式の数（株）
19,503,295 19,503,295

 

２　１株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりでありま

す。

 
前連結会計年度

（自　2021年４月１日
至　2022年３月31日）

当連結会計年度
（自　2022年４月１日
至　2023年３月31日）

１株当たり当期純利益   

親会社株主に帰属する当期純利益

（百万円）
2,680 2,225

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

当期純利益（百万円）
2,680 2,225

普通株式の期中平均株式数（株） 19,503,334 19,503,295

   

潜在株式調整後１株当たり当期純利益   

親会社株主に帰属する当期純利益調整額

（百万円）
－ －

普通株式増加数（株） 393,829 437,172

（うち新株予約権）（株） （393,829） （437,172）

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり当期純利益の算定に含まれなかった潜在株

式の概要

－
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（２）【その他】

　　（訂正前）

当連結会計年度における四半期情報等

（累計期間） 第１四半期 第２四半期 第３四半期 当連結会計年度

売上高（百万円） 12,058 24,977 37,945 52,205

税金等調整前四半期（当期）

純利益（百万円）
1,121 1,707 1,971 2,427

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益（百万円）
809 1,259 1,444 1,835

１株当たり四半期（当期）

純利益（円）
41.49 64.56 74.08 94.13

 

（会計期間） 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

１株当たり四半期純利益又は

１株当たり四半期純損失（△）

（円）

41.49 23.06 9.53 20.05

 

　　（訂正後）

当連結会計年度における四半期情報等

（累計期間） 第１四半期 第２四半期 第３四半期 当連結会計年度

売上高（百万円） 12,058 24,977 37,945 52,205

税金等調整前四半期（当期）

純利益（百万円）
1,345 2,023 2,496 2,995

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益（百万円）
962 1,476 1,805 2,225

１株当たり四半期（当期）

純利益（円）
49.37 75.70 92.60 114.13

 

（会計期間） 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

１株当たり四半期純利益又は

１株当たり四半期純損失（△）

（円）

49.37 26.33 16.90 21.53

 

以上
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 独立監査人の監査報告書  

 

2025年６月30日
 

日精樹脂工業株式会社
 

 取締役会　御中  

 

 EY新日本有限責任監査法人  

 東 京 事 務 所  

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 由　　良　　知　　久

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 山　　本　　高　　央

 

監査意見

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いる日精樹脂工業株式会社の2022年４月１日から2023年３月31日までの連結会計年度の訂正後の連結財務諸表、すなわ

ち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結包括利益計算書、連結株主資本等変動計算書、連結キャッシュ・フロー計算

書、連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項、その他の注記及び連結附属明細表について監査を行った。

　当監査法人は、上記の連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、日精

樹脂工業株式会社及び連結子会社の2023年３月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する連結会計年度の経営成績

及びキャッシュ・フローの状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

 

監査意見の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準における

当監査法人の責任は、「連結財務諸表監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職

業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果

たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 

監査上の主要な検討事項

　監査上の主要な検討事項とは、当連結会計年度の連結財務諸表の監査において、監査人が職業的専門家として特に重要

であると判断した事項である。監査上の主要な検討事項は、連結財務諸表全体に対する監査の実施過程及び監査意見の形

成において対応した事項であり、当監査法人は、当該事項に対して個別に意見を表明するものではない。
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一定の期間にわたり履行義務を充足し認識する収益の検討

監査上の主要な検討事項の内容及び決定理由 監査上の対応

　注記事項（重要な会計上の見積り）に記載されていると

おり、日精樹脂工業株式会社及び一部の連結子会社は、一

定の期間にわたり製品等の支配の移転が行われる取引につ

いては、発生原価に基づくインプット法により履行義務の

充足に向けての進捗度を測定し収益を認識している。当連

結会計年度売上高52,205百万円のうち、履行義務を充足す

るにつれて、一定の期間にわたり認識された契約で、当連

結会計年度末時点で完全な履行義務を充足していない収益

は292百万円であり、その大半を占める日精樹脂工業株式

会社分は274百万円となっている。

　会計方針に関する事項（５）に記載のとおり、一定の期

間にわたり製品等の支配の移転が行われる取引について

は、作業の進捗に伴う原価の発生に応じて、顧客仕様の製

品等が完成に近づき、最終的に顧客による使用が可能な状

態に至るため、発生原価に基づくインプット法により履行

義務の充足に向けての進捗度を測定し契約期間にわたり収

益が認識されている。当該進捗度は見積総原価に対する連

結会計年度末までの発生原価の割合に基づき算定される。

　一定の期間にわたり収益を認識する契約は１件当たりの

契約金額が多額なもの、顧客からの要求による仕様も異な

る個別性が強いものが含まれる。また、工期を通じて顧客

との合意に基づき当初の契約から内容が変更される場合や

原材料費の変動が生じる場合がある。

　そのため、一定の期間にわたり収益を認識する契約の総

原価の見積り及びその変更は、専門的な知識と経験に基づ

く判断を伴い不確実性を伴うものとなる。

　以上から、当監査法人は、日精樹脂工業株式会社におけ

る一定の期間にわたり収益を認識する契約に係る総原価の

見積りが、監査上の主要な検討事項に該当するものと判断

した。

　当監査法人は、一定の期間にわたり収益を認識する契約

に係る総原価の見積りの妥当性を検討するに当たり、主と

して以下の監査手続を実施した。

（１）内部統制の評価

　総原価の見積りに関する会社の以下の内部統制を評価し

た。

・各取引が一定の期間にわたり収益を認識すべきか否かを

判断することについて必要な承認がなされること。

・総原価の見積りの基礎となる実行予算表が専門知識を有

する担当者により作成され、必要な承認により信頼性を確

保していること。

・各取引の進捗のつど、予算と実績を対比することにより

総原価の見積りに関して適時適切にモニタリングがなされ

ること。

（２）総原価の見積りの妥当性の評価

　総原価の見積りについて、金額的な重要性等一定の基準

により抽出した案件について、以下の手続を実施した。

・総原価の見積りについて、注文書等と実行予算書とを照

合し、見積原価が契約内容に照らし整合しているかの検

討。

・実行予算表の分析資料を確認し、総原価の見積りについ

て、その根拠となる積算資料との照合を実施し、原価要素

ごとに積上げにより計算されているか、また、不明確な調

整項目が入っていないかの検討。

・当初の見積総原価と実績とを比較し、差異内容を管理責

任者へ質問しその差異内容を検討し、見積総原価の精度を

評価するとともに、差異の要因となった事象等の影響を加

味して見積総原価が適切に変更されていることの検討。

 

その他の事項

　有価証券報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は、連結財務諸表を訂正している。なお、当監

査法人は、訂正前の連結財務諸表に対して2023年６月23日に監査報告書を提出しているが、当該訂正に伴い、訂正後の連

結財務諸表に対して本監査報告書を提出する。

 

その他の記載内容

　その他の記載内容は、有価証券報告書の訂正報告書に含まれる情報のうち、連結財務諸表及び財務諸表並びにこれらの

監査報告書以外の情報である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示することにある。また、監査等委員会の

責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

　当監査法人の訂正後の連結財務諸表に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はそ

の他の記載内容に対して意見を表明するものではない。

　連結財務諸表監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載内容

と連結財務諸表又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのよ

うな重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。

　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報告す

ることが求められている。

　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。
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連結財務諸表に対する経営者並びに監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結財務諸表を作成し適正に

表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結財務諸表を作成し適正に表示するために

経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結財務諸表を作成することが適切であるかど

うかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する

必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

連結財務諸表監査における監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結財務諸表に不正又は誤謬による重要な虚偽表示

がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結財務諸表に対する意見を表明する

ことにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、連結財務諸表の利用者の

意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家とし

ての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続を

立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監

査証拠を入手する。

・　連結財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価

の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び

関連する注記事項の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として連結財務諸表を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づ

き、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論

付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において連結財務諸表の注記事項に

注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、連結財務諸表に対し

て除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づい

ているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠しているか

どうかとともに、関連する注記事項を含めた連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに連結財務諸表が基礎となる取

引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

・　連結財務諸表に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切な監査証拠を入

手する。監査人は、連結財務諸表の監査に関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査意見

に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制の重要な

不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じて

いる場合はその内容について報告を行う。

　監査人は、監査等委員会と協議した事項のうち、当連結会計年度の連結財務諸表の監査で特に重要であると判断した事

項を監査上の主要な検討事項と決定し、監査報告書において記載する。ただし、法令等により当該事項の公表が禁止され

ている場合や、極めて限定的ではあるが、監査報告書において報告することにより生じる不利益が公共の利益を上回ると

合理的に見込まれるため、監査人が報告すべきでないと判断した場合は、当該事項を記載しない。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

 

※１　上記の監査報告書の原本は当社(有価証券報告書提出会社)が別途保管しております。

２　XBRLデータは監査の対象には含まれていません。
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